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祉
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
活
用
し
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ

と
、
本
人
・
家
族
・
職
員
が
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
、
本
人
と
家
族
の「
願
い
」や「
支
援
へ
の
期

待
」
を
支
援
者
が
汲
み
取
り
、
ひ
と
つ
の
力
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な

が
ら
実
現
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、
現
場
に
戻
っ
て
実

践
に
活
か
す
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
大
会
の
一
日
目
の
終
了
直
前
に
、「
厚

生
労
働
大
臣
が
障
害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止
す
る
と

の
こ
と
で
す
‼
」
と
い
う
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い

込
み
、
障
害
者
福
祉
を「
大
き
な
運
動
」で
変
え
て
い

く
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

以
下
、
大
会
に
参
加
し
た
利
用
者
の
感
想
で
す
。

◆
ド
ク
さ
ん
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
と
き
の
枯
れ
葉

剤
の
せ
い
で
、
双
子
の
ベ
ト
さ
ん
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

（
矢
田
さ
ん
）

◆
全
国
大
会
に
出
席
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
一
番
私
の
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ベ
ト
さ
ん
と
会
え
た
こ
と
で
す
。
障
が
い
を
持

つ
仲
間
た
ち
が
働
け
る
共
同
作
業
所
を
作
る
夢
、
す

ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
田
嶋
さ
ん
）

◆
た
く
さ
ん
の
施
設
が
お
店
を
出
し
て
い
て
、
ぼ
く

は
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ク
ッ
キ
ー
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
買
い

ま
し
た
。「
就
職
し
た
い
ひ
と
集
ま
れ
」
の
分
科
会

に
参
加
し
て
、
将
来
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
仕
事
が

し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

（
枝
さ
ん
）

トピックス ❷

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。

全
体
会
で
は
、
基
調
報
告
に
始
ま
り
、
平
和
へ
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
松
井
朝
子
さ
ん
の
パ
ン
ト
マ
イ

ム
や
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
枯
葉
剤
の
証
人
グ
エ
ン
・
ド

ク
さ
ん
も
登
場
し
、
写
真
家
の
中
村
梧
郎
氏
に
よ
る

当
時
の
映
像
の
上
映
も
あ
り
、
枯
葉
剤
の
恐
ろ
し
さ

や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
悲
惨
さ
、
生
命
へ
の
影
響
な
ど

が
、
生
々
し
く
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ド
ク
さ
ん
の
講

演
を
聞
き
、
利
用
者
も
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
（
下
記
、
利
用
者
の
感
想
を
参
照
）。

そ
の
後
、
利
用
者
・
職
員
と
も
各
分
科
会
に
分
か

れ
、全
国
の
実
践
を
レ
ポ
ー
ト
で
学
び
ま
し
た
。「
我

が
作
業
所
自
慢
」
の
分
科
会
に
は
、三
人
が
参
加
し
、

作
業
の
こ
と
や
、
今
何
を
や
っ
て
い
る
か
を
報
告
し

ま
し
た
。「
重
度
重
複
障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
」

の
分
科
会
で
は
、
自
分
で
は
言
葉
が
出
せ
な
い
利
用

者
の
方
の
母
親
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
一
時
施
設
を

離
れ
て
病
院
に
入
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

も
の
の
、
入
院
生
活
に
不
安
が
あ
っ
た
の
か
、
施
設

で
は
見
ら
れ
た
笑
顔
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
ご
家
族
は
そ
の
様
子
を
見
て
、
施
設
で
の
生
活

を
本
人
は
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
現
在
で

は
、
様
々
な
ケ
ア
を
受
け
な
が
ら
、
施
設
で
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
報
告
を
受
け
、
利
用
者
の
望
ん
で
い
る
生
活

を
実
現
す
る
た
め
に
、
従
来
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
な
く
、
医
療
的
な
ケ
ア
な
ど
地
域
の
様
々
な
福

さ
る
九
月
一
九
・
二
〇
日
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

に
て
、「
き
ょ
う
さ
れ
ん
第
32
回
全
国
大
会
in
さ
い

た
ま
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
ぶ
し
の
会
か
ら
利
用
者
、

職
員
あ
わ
せ
て
四
二
名
が
参
加
し
、
セ
ル
プ
・
み
ら

い
か
ら
も
、
利
用
者
九
名
、
職
員
八
名
が
参
加
し
ま

し
た
。き
ょ
う
さ
れ
ん
全
国
大
会
は
、利
用
者
に
と
っ

て
は
、
全
国
の
仲
間
と
交
流
し
、
作
業
所
で
の
活
動

の
様
子
や
働
い
て
お
給
料
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
な

ど
、
お
互
い
の

こ
と
を
知
り
学

べ
る
絶
好
の
機

会
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
障

が
い
の
重
い
利

用
者
の
参
加
も

十
分
考
慮
さ
れ

て
お
り
、
ゲ
ー

ム
や
う
た
が
盛

り
だ
く
さ
ん
の

セ
ル
プ
・
み
ら
い

「
き
ょ
う
さ
れ
ん
第
32
回
全
国
大
会

  

in 

さ
い
た
ま
」

こ
ぶ
し
の
会  

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
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い
て
第
一
回
・
県
東
圏
域
就
労
移
行
支
援
事
業
所
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
参
加

事
業
所
は
圏
域
内
福
祉
事
業
所
（
就
労
移
行
・
就
労

継
続
・
授
産
施
設
・
福
祉
作
業
所
等
八
事
業
所

計

一
五
名
）

第
一
部
で
は
「
企
業
が
考
え
る
障
が
い
者
観
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
師
に
有
限
会
社
真
京
精
機

専
務

取
締
役

武
田
浩
之
様
を
お
招
き
し
て
ご
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
社
の
理
念
、
障
が
い
者
雇
用
の

経
緯
、
職
場
定
着
の
取
り
組
み
な
ど
障
が
い
者
が
企

業
で
働
い
て
い
る
現
状
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

❸ トピックス

景
気
悪
化
の
社
会
状
況
の
中
、
今
ま
で
障
が
い
者

の
解
雇
は
一
人
も
行
っ
て
い
な
い
。
「
苦
し
い
と
こ

ろ
か
ら
逃
げ
な
け
れ
ば
道
は
広
が
る
」
と
苦
し
い
時

に
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
就
労

支
援
を
行
う
職
員
に
対
し
て
も
、
現
状
に
あ
ま
え
る

こ
と
な
く
、
ど
う
し
た
ら
企
業
に
障
が
い
者
の
優
れ

て
い
る
部
分
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
工
夫
を
凝
ら
せ

ば
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
か
。
障
が
い
者
を
採
用
す
る
に

あ
た
り
ど
ん
な
制
度
を
利
用
で
き
る
か
。
積
極
的
に

最
新
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
企
業
に
説
明
で
き
る
よ

う
努
力
、
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

の
企
業
側
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
授
産
工
賃
ア
ッ
プ
の
秘
訣
と
し
て
経
営
者

の
立
場
か
ら
「
物
の
原
価
を
知
る
こ
と
。
数
字
に
強

く
な
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
勉
強
を
す
る
こ
と
。
無

駄
を
な
く
す
こ
と
。
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
発

想
を
も
つ
こ
と
」
が
大
変
重
要
に
な
る
と
い
う
経
験

か
ら
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」に
向
け
て
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
の
一
般
就
労
状
況
等
を
報
告
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
情
報
交
換
等
を
図
り
ま
し
た
。

就
労
支
援
（
福
祉
的
就
労
か
ら
一
般
就
労
へ
）
の

活
性
化
と
よ
り
具
体
的
な
連
携
体
制
の
構
築
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
共
有
等
を
今
後
も
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
外
国
の
戦
争
の
お
話
や
ド
ク
さ
ん
の
お
話
を
聞
い

て
か
わ
い
そ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
で
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
も
し

ま
し
た
。
他
に
も
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
シ
ョ
ー
を
見
ま

し
た
。
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
業
所
が
来
て
い
て

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
作
業
や
製
品
を
作
っ
て
い
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

（
那
花
さ
ん
）

七
月
二
八
日
（
火
）
県
東
圏
域
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
」
に
於

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

H
21
年
度
県
東
圏
域
就
労
移
行
支
援

事
業
所
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
開
催

注

ベ
ト
ち
ゃ
ん
ド
ク
ち
ゃ
ん

ア
メ
リ
カ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
使
用
し
た
爆
弾
の
四

倍
近
い
量
を
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
落
と
し
た
。
枯
葉
作
戦
は

一
九
六
一
年
十
一
月
に
開
始
。

枯
葉
剤
と
は
日
本
の
除
草
剤
の
よ
う
な
も
の
で
、
副
産
物
と

し
て
催
寄
性
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
る
。
解
放
戦
線
の
隠

れ
家
で
あ
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
絶
滅
、
農
産
物
の
汚
染
、
食
の
枯

渇
が
目
的
。
ベ
ト
ナ
ム
解
放
区
に
流
産
、
奇
形
の
発
生
が
多
く

な
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
る
。
兄
弟
は
下
半
身
が
つ
な
が
っ
た

結
合
双
生
児
と
し
て
生
ま
れ
る
。
日
本
で
大
規
模
な
支
援
活
動

が
起
こ
り
、
ベ
ト
（
兄
）
が
急
性
脳
症
を
発
症
し
た
際
、
日
本

に
緊
急
移
送
さ
れ
、
来
日
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
八
年
、
日

本
赤
十
字
社
支
援
、
日
本
医
師
団
が
結
成
さ
れ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
に
派
遣
さ
れ
、
十
七
時
間
に
及
ぶ
分
離
手
術
が
行
わ
れ
た
。

ベ
ト
は
二
六
歳
の
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
腎
不
全
と
肺
炎
の

併
発
で
死
去
。
ド
ク
は
病
院
の
事
務
員
と
な
り
結
婚
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
に
生
ま
れ
た
犠
牲
者
た
ち
十
五
万
人
の
苦

痛
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
よ
る
障
害
の
発
生
は
、
四
〇
年
近
く
経

過
し
た
現
在
も
な
お
続
い
て
い
る
。
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こぶしの会の暮らしの場の歩みは、1980年のこぶし作業所認可直後から自主的事業に

取り組まれた宿泊訓練（自立生活体験）の準備期間を経て、1994年に策定された社会福

祉法人こぶしの会長期整備計画に「生活施設の建設」という文字が掲げられ、こぶしの

会として、はじめて暮らしの場に関しての動きが始まりました。その後、生活施設の建

設のための委員会が設置され、議論を重ね、最終的に大規模な生活（入所）施設の建設

でなく、小規模のグループホーム設置の道を決断しました。

その大きな理由は、「24時間、365日同じところに暮すのではなく、働く場（日中の

活動の場）と生活の場は区別したい」、「人間的な生活の場にふさわしいのは、最低30

人の大規模施設でなく、４～９人程度の小規模で、個室が保障できる場」、「町の中で

普通に暮らす生活づくりには、大規模施設建設（広大な土地が必要）では困難」という

ことが「グループホームは施設建設や人員体制の制度が劣悪。安心な生活を保障するに

は入所施設が必要」という財政的安定性を乗り越え、「施設は、暮らしの場の役割だけ

でなく、ショートステイをはじめ、障がい者の地域生活を支える機能がある」ことも合

わせてつくりながら、「その人らしい暮らしの場」をグループホームを中心に目指して

いくことが確認されました。

まず、平成10年８月１日、けやき作業所発足１年後に、はじめてのグループホーム

「すずらんの家」（定員５名、芳賀町祖母井）、「こぶしのときわ荘」（定員４名、宇

都宮市鐺山）が設置されました。通所者の家庭介護の低下により、作業所通所が困難に

なったり、入所施設への移行が避けられない状況が出てきて、なんとしても地域生活を

維持すべく、グループホームの設置をすすめたのです。

平成13年10月１日には、３番目のグループホーム、「けやきハイツ」（定員４名、芳

賀町祖母井）設置。障がいの重い障がい者の生活実習を重ねながら、その自立生活への

展望をつくってきました。

平成15年10月１日には、第２けやき作業所を拠点に、「第２けやきホーム」（定員４

名、芳賀町祖母井）設置。精神分野の社会資源をひろげました。

平成17年４月１日には、宇都宮地区に２つ目グループホーム「くるみ」（定員７名、
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その人らしい暮らしを求めて
～社会福祉法人こぶしの会の暮らしの場の
とりくみとバリアフリーケアホームの建設～

■その人らしい暮らしの場を目指して

■こぶしの会の暮らしの場のあゆみ
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❺ 特集

宇都宮市石井町）を設置しました。また、セルプ・みらい開所を足がかりに、真岡地区

で最初のグループホーム「ぽてっと」（定員４名、真岡市長田）ができました。２つの

ホームともに、家主さんがグループホームのために建てていただいたものです。

その後、平成19年４月１日には、コーポ峰（定員６名、芳賀町）と牧野アパート（定

員２名、芳賀町）。いずれも新たに成立した障害者自立支援法の積極面を生かしたグ

ループホームで、コーポ峰は、既存アパートの全８室の３室をホームに指定、また、牧

野アパートは、既に利用していた３世代家族のアパートの一室をグループホームに指定

していただいたものです。

こぶし作業所開所30年を経て、当時からこぶしの会を支えてきた利用者、家族の暮

らしは大きく様変わりしました。家族の高齢化は、貧しい障がい者福祉制度の中では、

即、障がい者の暮らしの場の崩壊につながります。特に、身体に障がいある人たちの生

活は厳しさもひときわで、バリアフリーケアホームの建設は私たちの悲願でした。

かれらの暮らしが安全にできる建物作りから、医療職を含む手厚い職員体制の困難さ

など社会的バリアーが大きく立ちはだかり、その建設を躊躇させてきたのです。そし

芳賀町バリアフリーケアホーム平面図
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■利用者・家族の願い・バリアフリーのケアホーム建設



て、今年、芳賀町バリアフリーケアホーム建設プロジェクトの長く血のにじむような関

係者のとりくみ（けやき作業所等家族会々長の言葉）を下地に、今回の建設に踏み切り

ました。

この間、「けやきハイツ」や「こぶしのときわ荘」が、相次いで家主さんの大きな理

解の中で、芳賀町バリアフリーに勝るとも劣らないケアホームを建設、または建設中で

す。暮らしの場の生活は、ハードの面で着実に質の高まりをみせています。

また、支援の中身も昨年から居住支援課を設置し、法人の横断的な協議の場で支援の

中身を深め始め、すでに一部の運営は統一的に進められています。

ホームの運営は、制度の貧しさから一般的には地域の理解者に委託しているところが

ほとんどですが、こぶしの会では、暮らしの場づくりに法人として責任を持つという意

味で建物の建設も職員雇用も法人が直接的に経営をしています。

現在、こぶしの会のホームは８ヶ所、利用者数32人、職員数17名（臨時・パート含）

に上り、１つの入所施設の規模に達していますが、このスケールメリットを活かしなが

ら、職員はホームの中で孤立することなく、「その人らしい暮らしの場」づくりをめざ

しているのです。

新「けやきハイツ」が拡充され、今年10月を以って、法人の第１号のグループホーム

「すずらんの家」が11年の歴史に幕を閉じます。開設以来、利用者の生活の一部始終を

支えていただいた家主青柳さんや、たったひとりで始まった職員の奮闘が現在の「その

人らしい暮らし」づくりにつながっています。

去る10月の某日、新しく建てられたグループホーム「けやきハイツ」の引越しがお

こなわれ、それまで「すずらん」に入居していた４名と旧「けやきハイツ」の入居者４

名・合わせて８名が「新生けやきハイツ」での生活をスタートさせました。ここにいた

る経緯は７・８合併号で紹介させていただいたとおり、大家の関口さんの厚意で、利用

者が生活しやすいようにと新築してくださったものです。

今回入居から１ヶ月経った利用者さんの生活の様子と、暮らしてみての感想を取材し

てみました。

まず「すずらん」から引っ越してこられたＴさん。ちなみにＴさんはお母様も一緒に

入居されています。この時はちょうど食事中でＴさんがみんなの食事をテーブルに並べ

ていました。

「きれいになったよ。部屋も何もかも。最初は馴染めるかどうか不安だったけどね。す

ずらんも楽しかったけど、なにせ建物が古かったし、ここはきれいでしかも広くて使い

■新生けやきハイツスタート

特集 ❻
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■すすむ暮らしの場の生活の質の高まり
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やすい。人数も多くなって賑やかで

楽しいわ」

続いて旧「けやきハイツ」から

移ってきたＭさん。

「うてー‼ ホームランだ‼」
どうやら日本シリーズ観戦に夢中

でインタビューどころではない様子

ですが（点数表まで作っている熱の

入れようです）楽しんでいることは

とても伝わってきました。

新けやきハイツの建物は廊下や脱衣所などの間取りが広く取られていて、着替えや移

動の介助がしやすくなっています。またトイレが１階に３つ、２階に２つついて、どち

らのトイレも洋式で段差のないつくりです。２階の廊下には４人一度に歯磨きできるよ

うな業務用シンクが取り付けられていました。こんなに広いと掃除が大変ではないかと

思うのですが……。

「シルバー人材センターから週２回清掃に来てもらっているんですよ」と職員のＩさん

が話してくれました。「きれいで広くなったのはいいのですが何せ大人数になったもの

だから大変です。特にお風呂は準備できた人から次々入っていかないと、あっという間

に時間がたってしまうんです。夕方の世話人は夜九時までの勤務なので、それまでに終

わらせないといけない。それから宿直さんに引き継ぐんです」

なるほど、こう話している今も、Ｓさんが職員のＮさんの介助で入浴中です。「引っ越

してから今のところはトラブルなどは起こってないです。すずらんのメンバーさんも、け

やきハイツのメンバーさんも仲良くやっています」とＩさんは話してくれました。

ここに入居されている方は決して障がいの軽い方ばかりではなく、家から離れて暮ら

すことに不安があった（本人も家族も）方も多くいます。しかしＧＨで暮らすうちに料

理ができるようになった、洗濯を自分でできたと生活する力をつけてきました。職員に

体を支えられないと移動が困難なＳさんも自分で大好きな目玉焼が焼けるようになりま

した。

けやきハイツ入居者のみなさんの暮らしぶりは、たとえ重い障がいがあっても、周囲の

人の適切な支援と理解があれば親元を離れ自立して暮らせるということを示してくれて

いる気がします。建物が変わってもそのことだけは変わらない、職員だけじゃなく近所の

方、大屋さん、ボランティア、家族、いろんな人が関わって利用者さんの暮らしを見守る、

それがＧＨなんだと思います。一方で障害のある家族を在宅で抱えて、この先どうした

らいいのかと悩んでいる方もまだまだ多い。ＧＨでがんばって暮らしている利用者の姿

がみんなの希望の星になってくれることを願ってやみません。 （星野）
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こ ぶ し 作 業 所
・知的障害者通所授産施設
・日中一時支援事業
こぶし作業所生活支援センター
・在宅障害（児）者の相談・支援
こ ぶ し の と き わ 荘
・知的障害者ケアホーム
く る み
・知的障害者ケアホーム
け や き 作 業 所
・知的障害者通所授産施設
・日中一時支援事業
生活介護事業けやき作業所
・生活介護事業
第 ２ け や き 作 業 所
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
県東ライフサポートセンター

「ほっとＣＨＡ」
・地域活動支援センター
県東ライフサポートセンター「真岡」
・地域活動支援センター
す ず ら ん の 家
・知的障害者グループホーム
け や き ハ イ ツ
・知的障害者ケアホーム
第 ２ け や き ホ ー ム
・精神障害者グループホーム
コ ー ポ 峰
・知的障害者ケアホーム
セ ル プ・ み ら い
・知的障害者通所授産施設

ぽ て っ と
・知的障害者グループホーム
芳賀地区障害児者相談支援センター
・在宅障害（児）者の相談・支援
県東圏域障害者就業・生活支援セ
ンター「チャレンジセンター」
・障害者の就業相談・支援
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  E-mail kobushi@chive.ocn.ne.jp
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〠 321-3235 栃木県宇都宮市鐺山町字東原 146 − 7
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   TEL 028（677）4430

〠 321-3304 栃木県芳賀郡芳賀町祖母井 178
   TEL 028（677）2876

〠 321-3304 栃木県芳賀郡芳賀町祖母井 1204 − 4
   TEL 028（677）0776

〠 321-3304 栃木県芳賀郡芳賀町祖母井 775 − 2

〠 321-4363 栃木県真岡市亀山 1043 − 23
   TEL 0285（81）1155 FAX 0285（81）1177

  E-mail selp-mirai@carrot.ocn.ne.jp
〠 321-4364 栃木県真岡市長田 1 − 12 − 5

〠 321-4305 栃木県真岡市荒町 110 −１ 市総合福祉保健センター内
   TEL 0285（80）7765 FAX 0285（80）7765

〠 321-4305 栃木県真岡市荒町 111 −１
   TEL 0285（85）8451 FAX 0285（85）8452

〠 321-0902 栃木県宇都宮市柳田町 1401
   TEL 028（613）3707 FAX 028（666）6128
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今年のきょうされん全国大会は、さいたま市で開催され、私も含め多くの職員やなかまが参加できました。会場には
ホールに入りきれないほどの大勢の参加者が集まりましたが、全体会で私はたまたま前の方に座ることができたので、
ステージの上での出来事を間近に観ることができました。ステージの上には、自分が子どもの頃にテレビでしか拝見し
たことのないグエン・ドクさんもゲストでいらっしゃっていました。今でも子どもの頃に観た赤ちゃんだった頃のベト
ちゃんドクちゃんの様子は鮮明に覚えていますが、立派に成長されたドクさんに、こうしてカメラを通さずに会えるこ
とがあるなど夢にも思わないことでした。ドクさんには、ベトナムに障がい者のための作業所をたくさん作る夢がある
そうです。しかし、夢も束の間、全体会が終わったときの多目的トイレの大行列は想像を超えました。車椅子があれば
いろいろな所に行ける。行けるけれど、普段は気付かない細かな不便さもあるという現実を思い知らされました。宇都
宮市で大会があった時には私はボランティアでの参加でしたので、これが初めての参加者としての体験だったのですが、
折しも障害者自立支援法の廃止が明言され、新聞記事が会場を飛び交ったのを目の当たりにするなど、世の中の大きな
流れを肌で感じることができたとても貴重な２日間だったと今でも心に残っています。（稲村）

矢板  勉 松本 裕生 河原 とき子 菊地  豊 星野 早苗 稲村 淳彦
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